
 

 

 

 

 

 

 CTRソフトウエアによる 

  逆極点パッケージソフトウエア 
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概要 

 CTRパッケージソフトウエアは、極点図処理から始まり、ODF解析用ツールとして作成されているが、 

   逆極点図処理も含まれていた。しかし、逆極点測定は、極点測定と異なるので、逆極点のみを単独で 

   使えるパッケージソフトウエアとした。 

   パッケージは、逆極点処理とデータベースで構成されている。 

   逆極点処理部分 

続測定プロファイルを分割プロファイルに変換、 

分割プロファイルに指数付け、 

複数のファイルの一括逆極点計算 

Ｅｘｃｅｌで読み込める逆極点リスト作成 

逆極点図の描画 

   データベース 

  ＣＯＤ，ＩＣＤＤデータを独自フォーマットに変換し、データベース化 

  データベースに登録されているデータのプロファイル表示とファイル作成、多重描画 

  逆極点処理の効率化 

 

 

 

 ＰｒｏｆｉｌｅｔｏＤｉｖｉｓｉｏｎＰｒｏｆｉｌｅ 

 ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌ 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

  が含まれます。 

 支援ソフトウエア 

 ＴｅｘｔＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

  テキストデータの表示 

 ＭｕｌｔｉＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

  プロファイル表示 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙＴＸＴ２ソフトウエア 

  ２Ｄ，３Ｄ逆極点図の描画 



逆極点処理 

 C:¥CTR¥Index¥InverseTools.jar 

  

  連続測定データの分割化、分割データの指数付け 

   複数のファイルを一括逆極点処理と結果のテキストファイル化 

  測定データからデータベース作成 

  逆極点図結果ファイルから 2D,3D逆極点図の描画 

  ODF解析結果の 2D,3D逆極点図の描画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



データベース 

 C:¥CTR¥Index¥DataBaseIndex 

  

  ＣＯＤ，ＩＣＤＤデータから独自データベース変換 

  登録データベースを表示 

  登録データベースからプロファイル表示 

  測定データから独自データベース作成 

  独自データベースの管理 

  Tetragonalデータの BCC－＞FCC変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入力データ 

 ＡＳＣファイル（リガクテキストデータ） 

 ＲＩＮＴシステムでは、ＲａｗデータをＡＳＣII変換、ＳｍａｒｔＬａｂでは測定で直接作成 

  

  

      *INDEXに指数登録がされていません。 



実際の測定データ群 

  

多重記録で表現すると 

  

 配向している事がわかります。 

 プロファイルを相互に相関係数を計算してｓｏｒｔするとデンドログラムで表示出来ます。(Cluster) 

  



逆極点を計算するには、指数付き分割データに変換する事になります。（ProfiletoDivisionProfile）） 

  

 上記１１個のアルミニウムデータをMaterialで示すデータを用いて、 

 指数付き分割データに変換し、３点の移動平均を行いＣＳデータでファイルを作成します。 

  

 指数付き分割データの多重記録、 

   

 で逆極点の計算を行います。  

 



逆極点計算プログラム（ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌ） 

  

 ｒａｎｄｏｍ試料を用い、両端３点でバックグランド強度を計算し、積分強度で逆極点の計算を行う。 

  

Ｅｘｃｅｌで読み込む 

  

 各種加工が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



逆極点図の表示 

  

 上記処理結果 Result.txtファイルを読み、表示するファイルを選択し、InverseDisplay 

 ３Ｄ表示で表示 

  

 ２Ｄ表示 

  


